
　
昨
年
来
、
新
た
な
農
業
・
農
村
政
策
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
、
新
た
な
経
営
所
得
安
定
対

策
、
新
た
な
米
政
策
、
日
本
型
直
接
支
払
、
農
地
中
間
管
理

機
構
、
の
農
政
の
四
つ
の
改
革
が
始
ま
り
ま
す
。
農
地
の
約

九
割
が
水
田
で
あ
る
大
崎
地
域
の
農
業
振
興
の
正
念
場
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
農
業
者
は
も
と
よ
り
関
係
機
関
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
も
う
と
思
い
ま
す
。

　
近
年
、
地
域
の
農
業
資
源
を
活
用
し
た
農
林
畜
産
物
の
生

産
・
加
工
・
販
売
に
よ
る
新
し
い
価
値
の
創
造
と
所
得
の
配

分
い
わ
ゆ
る
６
次
産
業
と
集
落
営
農
が
脚
光
を
浴
び
て
お

り
、
産
業
と
し
て
の
農
業
生
産
に
加
え
、
農
村
環
境
と
文
化

の
継
承
と
い
っ
た
複
合
構
造
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
に
は
何
と
言
っ
て
も
担
い
手
の
育
成
確
保
が
重
要

で
す
。
新
政
策
に
は
、
創
意
工
夫
に
富
ん
だ
農
業
経
営
者
が

存
分
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
整
備
を
期
待
し
た
い
も
の

で
す
。
そ
し
て
後
継
者
が
喜
ん
で
職
業
と
し
て
選
択
す
る
魅

力
あ
る
農
業
を
構
築
・
展
開
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち
も
よ
り

一
層
の
支
援
を
致
し
ま
す
。

大
崎
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
所
長
　
佐

藤
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思いを形に，あなたのチャレンジ支えます，応援します。宮城の農業普及

普及センターだより「Osaki」 ２０１４年２月２０日発行（２）

プロジェクト課題活動の紹介プロジェクト課題活動の紹介

   約３年前の福島第一原発事故の放射性物質の飛

散により県内の牧草地では，利用自粛となりました。

普及センターでは，平成24年度からプロジェクト

課題として，牧草の放射性物質の測定や吸収抑制等

による安全な自給飼料生産について支援しました。

１　牧草の基準値超過要因調査
　これまで一部の除染困難箇所を除き，除染（更新）

作業が進められましたが，普及センターでは，家畜

保健衛生所や農協等関係機関と連携し，除染しても

基準値（酪農50Bq/㎏，肉用牛100Bq/㎏）を超過

した草地について，その要因を調査しました。

　調査は，除染した牧草地の約５％にあたる延べ

126か所の土壌分析を行うとともに，耕作者から

の聞き取り，生育状況等の確認を行いました。そ

の結果，多くの土壌では，ｐＨ（平均5.3）や塩基類

が低い傾向が見られ，特に放射性セシウムの吸収

抑制に影響するといわれる交換性カリ含量の平均

値は14.4㎎/100gで，県土壌改良目標値を大きく

下回りました。ｐＨと牧草中放射性セシウム濃度に

負の相関がみられたことから，酸度矯正もポイン

トの一つになっていたようです。

　基準値を超過したほ場では，除染時に前植生の

処理不十分や雑草が繁茂しているところが見られ，砕

土が不十分で超過したところも多く見られました。

２　放射性物質に関する知識啓発
　自給飼料利用推進研修会等の研修会や団体の会

合などの機会をとらえ安全な牧草生産のための支

援を実施してきました。また，関係機関等で構成

される大崎地域自給飼料生産連携研究会（会長：

東北大学大学院豊水教授）でも放射性物質の吸収

抑制や除染に関する情報交換や現地研修を通じ安

全な自給飼料生産を推進してきました。

　普及センターでは，26年度も牧草のモニタリン

グ調査や土壌中の放射性物質測定等を通じ安全な

畜産物生産を支援していきます。

　農産物価格の低迷や資材等原材料価格の高騰に

よる収入減少に歯止めがかからないことから，新

たな経営改善策として６次産業化に取り組みたい

と考える農業者や新たな商品の開発を模索する農

業者が増えています。そこで，果物類を比較的容

易にジャムやドレッシングなどに加工して商品化

できることを示し，果樹・野菜の規格外等の有効

活用による所得の向上を支援しました。

　まず，農産加工品の製造販売に関する知識や技

術を習得するため，県，大崎市及び大崎市雇用創

造協議会が主

催する６次産

業化や食品表

示等に関する

研修会への参

加を促しまし

た。研修会参

加後のフォロー

アップで，勉強会や個別相談を実施し，農産加工品

の商品開発や販売先の確保を支援しました。まだ

規模は小さいけれども，販売店から「もっと作っ

て欲しい」と言われる商品も数点出てきており，

今後の生産拡大

が期待されてい

ます。

　また，６次産

業化の目的及び

目標を達成する

ためにはビジョ

ンを持って生産

することが必要

と考え，平成25

年12月18日と平成26年１月9日には中小企業診断

士の波多野卓司氏による６次産業化ビジョン作成

勉強会等を開催し，「経営理念の明確化とビジョン

作成」を支援しました。

　参加した農業者は，出来る範囲で更に頑張りた

いと，意欲を示していました。

　普及センターでは，これからも農産加工に取り

組む意欲のある農業者を支援していきます。醸室Ｄｏｚｏで販売開始

６次産業化ビジョン作成勉強会

牧草の基準値超過要因調査

安全安心な自給飼料の生産をめざして

農産加工品の開発促進による
６次産業化を目指す農業者の育成



みんなの力を集結して，新しい地域農業を進めましょう

普及センターだより「Osaki」２０１４年２月２０日発行 （３）

　水稲種子生産は，安全・安心な米の生産にとっ

て重要な種子を供給する事業です。しかし近年，

種子生産の現場では，イネばか苗病の多発など，

多くの課題が発生しています。普及センターでは，

これらの課題を解決するために，加美町の小野田

種子生産組合を対象として，２年間にわたり重点

的な指導を行いました。

１　イネばか苗病対策
　イネばか苗病は，

種子伝染性の病害

で，採種ほ場周辺

200ｍ以内に規定

以上のばか苗病の

発生がある場合，

そのほ場からの採

種が不可能となり

ます。近年は，採種ほ場周辺においてもばか苗病

の発生が増加しており，その対策が急務となって

いました。そこで，普及センターでは，組合員や

農協と協力し，採種ほ場周辺生産者への育苗巡回

を行い，ばか苗病罹病苗の抜き取りなど，採種へ

の理解と協力をお願いしました。周辺の生産者か

らは，採種ほ場周辺をばか苗病の発生の少ない直

播栽培体系に切り替える等の協力が得られました。

また，採種ほ場周辺200ｍ以内を網羅したほ場地

図を作成し，ばか苗病の発生ほ場を特定したうえ

で，ばか苗病に対する予備審査制度を導入しまし

た。予備審査により，ばか苗病による採種ほ場か

らの除外をゼロに抑えることができました。

２　ほ場管理支援
　採種ほ場では，

２回のほ場審査に

より採種ほ場とし

て適切かどうかを

判断します。審査

前には，次回の審

査までの管理のポ

イントと審査時の

注意点について資料を作成し，審査に向けて適切

な管理が出来るように指導しました。また，除草

剤展示ほ場を設置して現地検討会を行ったほか，

除草剤や箱施用剤に関する勉強会を行い，効果的

な使用方法を再確認しました。

３　法人化に向けた勉強会の開催
　安定した種子生産を継続していくために，法人

化に向けた勉強会を開催し，組合の将来について

話し合いました。今後も，継続的に勉強会や役員

会等の開催を支援し，組合のビジョン形成を支援

していきます。

加工トマト目揃い会
（H25.8.6）

ねぎ掘り穫り機の実演会
（H24.9.6）

安定した優良な水稲種子生産を目指して

　中食・外食の需要が進んでいることから，加工・

業務用野菜は今後生産拡大が見込まれています。

普及センターでは２年間，古川農協のねぎ，加美

よつば農協の加工トマトとキャベツの生産拡大を

支援してきました。

１　業務用ねぎの栽培支援
　農協と連携のもと，講習

会等で栽培・病害虫防除を

指導しました。

２　加工トマト栽培支援
　加工トマト品種は芯止ま

り品種で，トマトピューレ

にする専用品種の作付けをしていますが，露地栽

培のため天候が収量に大き

く影響します。そこで，追

肥の心配もなく，マルチに

水たまりをつくらない畝た

て同時施肥技術を中央農業

総合研究センターと株式会

社ヰセキ東北の協力を得て

実証したところ，慣行区に比べ収量は高い結果と

なりました。畝たて同時施肥区は，追肥をしなく

てよいため，省力で肥料の削減になっています。

３　加工・業務用キャベツの栽培支援
　キャベツは労働時間を削

減するため，機械化一貫体

系の実証ほを設置しまし

た。追肥中耕機や除草機に

より，労働時間は削減され

ました。また，ブームスプ

レーヤーにドリフトレスノ

ズルの装着により，農薬のドリフト防止と散布効

果の向上が認められました。なお，キャベツ収穫

機の普及にあたっては，鉄コンテナを利用した流

通体制の構築と販売先の

確保，面積拡大が課題と

なっていますが，販売の

課題が解決されれば作付

面積拡大につながると期

待されます。

　普及センターでは，加

工・業務用野菜の産地拡大に向け，課題解決に引

き続き取り組んでいきます。

加工・業務用野菜の推進と産地拡大

キャベツ中耕除草機
（H25.8.14）

キャベツ収穫機実演
 （H25.10.25）



使用前にもう一度，農薬ラベルを確認しましょう

普及センターだより「Osaki」 ２０１４年２月２０日発行（４）

１　平成25年産農産物の検査概況
　東日本大震災に伴う福島第一原発事故による放

射性物質対策は，大崎地域の農産物生産において

依然，重要な課題となっております。

　平成25年産の米・麦・大豆・そばにおいては，

全県下を昭和25年当時の旧市町村202地区に分け，

検査により安全性が確認できた地区から出荷自粛

を解除することとしておりました。

　普及センターでは，市町，ＪＡと連携し，米111

点，麦２点，大豆345点，そば32点を検査したと

ころ，すべての地区で安全性が確認されています。

また，野菜･果樹においては，毎週７点程度を目安

に334点を検査し(平成25年12月末現在），すべて

において安全性を確認しております。

２　土壌中の放射性セシウムを吸収させない対策の徹底
　農産物より放射性物質が検出される場合，農地

土壌中に留まる放射性セシウムが大きな要因です。

セシウム134の半減期は２年ですが，セシウム137

の半減期は30年と長く，継続的な対策が必要です。

特に，平成25年産の大豆，そばでは安全基準を満

たしているものの，微量ながら放射性セシウムが

検出されたものもあり，平成26年産の作付けに当

　国は平成25年12月に「農林水産業・地域の活力

創造プラン」を取りまとめ，今後農業・農村全体

の所得倍増を目指し①生産現場の強化②国内外の

需要の拡大③需要と供給をつなぐバリューチュー

ンの構築④農村の多面的機能の発揮の４つを柱に

今後の農業施策を進めるとした改革の方向性を示

しました。これにより改正される主な施策につい

ては以下のとおりです。

１　米政策の見直し
　これまで主食用米については国から配分を受け

た生産数量目標に基づいて生産していましたが，

平成30年を目途に，国が策定する需給動向等を踏

まえながら，生産者団体等が自らの経営判断によ

り，需要に応じた生産が行えるようになります。

２　経営所得安定対策の見直し
　畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）については，

現在販売農家等を対象に交付されていますが，平

成27年産からは法律が整備されるとともに，交付

対象については認定農業者，集落営農，認定就農

者に限定される予定です。また，営農継続支払は

平成27年からは当年産の作付面積に基づいた支払に

なるとともに，そばについては26年産は未検査品が

27年産からは規格外品は支援対象からはずれます。

　「米の直接支払交付金（15,000円/10a）」について

は平成26年産米から7,500円/10aに削減され，平成30

年には廃止されます。また，標準的な販売価格と差が

あった場合は「米価変動補填交付金」が交付されてき

ましたが，平成26年産から廃止され，「米・畑作物の

収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）」で実施されます。

３　水田フル活用
　水田で麦・大豆，飼料用米，米粉用米等の作物を

生産する農業者等に対し支払われる「水田活用の直接

支払交付金」について，飼料用米，米粉用米について

は収量に応じた交付単価に変わります。また，地域の

実情に応じて戦略作物や地域特産作物の取り組みに

対し支援する「産地資金」については，平成26年か

らは「産地交付金」となり地域で作成する「水田フル

活用ビジョン」に基づく取組に対する支援になります。

　他に，担い手への農地利用の集積・集約化のため

の「農地中間管理機構」の設立や，農業・農村の多面

的機能の維持・発揮等のための地域活動等に支援する

「日本型直接支払」が実施されます。これらについては，

１月下旬から各地域で説明会が開催されています。

米をめぐる新たな政策が始まります米をめぐる新たな政策が始まります

たって，引き続き以下の対策の徹底が必要です。

①土壌中のカリを増加させる土づくりをしましょう
　堆肥や稲わらは，カリが豊富なためセシウム

の吸収抑制に有効です。

②カリ肥料を施用しましょう
　土壌中のカリ含量が大豆で25mg/100g，そ

ばで30mg/100g以上になるように土壌改良し

ましょう。（大豆：塩化カリ１～1.5袋/10aが目安

　　　 　　そば：塩化カリ１～２袋/10aが目安）

③適正な作土深を確保しましょう
　深耕により放射性セシウムを土壌中の深い部

分に分散させ，根張りが深くなるようにしましょ

う。（大豆：15～ 20㎝，そば：30㎝）

④土壌酸度を改良しましょう
    酸性土壌では，放射性セシウムが植物に吸収

されやすい傾向にあります。ｐH６～ 6.5を目標

に改良しましょう。

⑤土などからの汚濁防止を徹底しましょう
　倒伏や収穫時の土の巻き込みなどを防止しましょう。

塩化加里施用量と大豆子実放射性セシウムの関係（平成25年11月）
（古川農業試験場測定）
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平成26年産の作付けに当たって，
放射性物質対策の徹底を!!

平成26年産の作付けに当たって，
放射性物質対策の徹底を!!



みやぎ自給率向上県民運動標語：「めぐりゆく　季節のおいしさ　宮城から」

普及センターだより「Osaki」２０１４年２月２０日発行 （５）

　大崎市立富永小学校では，昨年度から宮城県子

ども農業体験学習地区推進事業のモデル校として，

５年生の児童を対象に大豆の栽培・加工等の農業

体験学習を行っています。学校が中心となり，農

業改良普及センターや地域農家と協力して子ども

の農業体験を支援しています。

　これまで，

普及センター

職員の指導に

より大豆栽培

の講話（５月

30日），肥 料

散布と大豆の

播種作業（６

月３日），除

草や追肥などの管理作業（６月30日），収穫作業

（11月22日）を実施してきました。

　大崎農業士会（会長　佐々木郁郎：指導農業士

11名，青年農業士７名）では，12月10日に有限会

社　板倉農産　代表取締役社長　阿部善文氏（登

米市）を講師に招き，食“農”教育と共に経営を

発展させてきた取組を学びました。 

　お米の完全契約栽培（オーダーメイド流通），収

穫ほ場と栽培履歴を追跡できるＱＲコード，自然

と共生する農業システムとして考えた限定商品「は

つかり」，ピクニックファーム・農業体験学習・農

業インターンシップ等，多彩な取組を通して培っ

てきた“信頼”と“信用”で消費者や若者と強く

結び付いて

いることが

良くわかり

ました。

　阿部さん

は「目を輝

かせて近づ

いてくる幼

い子を，大

きな心で受

け止めることができれば，たくさんの農業後継者

が育つはず。夢を描いて農業を楽しみ，“農業士”

の皆さんとともに前進して行きたい。」と締めくく

りました。        

夢を描いて　土を耕し　心を耕す夢を描いて　土を耕し　心を耕す

　農業経営の法人化は，経営の継続性確保・規模

拡大や経営改善のための有効な手段であり，家族

経営や集落営農組織から法人化を検討している経

営体が増えています。                      

　そこで，法人化を検討している農業者の支援を目的

に，民間企業と協力して，昨年12月から今年２月にか

け，大崎生涯学習センター（パレットおおさき）を会

場に，法人化に関する研修会（全５回）を開催しました。

　第１回目は，12月17日に株式会社エムスクエア・

ラボ代表取締役  加藤百合子氏の「農業は衰退産業

ではなくチャンスだらけの成長産業」と題した基

調講演，２回目以降は，税理士や中小企業診断士

といった専門家を講師として，法人化に関する税

務・労務・経営管理に関する研修を行いました。    

　普 及 セ ン

ターでは，今

後もこのよう

な研修会等の

開催を通じ，

意欲ある農業

者の経営発展

を支援いたし

ます。

法人化推進研修会法人化推進研修会

小学生の農業体験学習への支援小学生の農業体験学習への支援
　12月９日には農業体験学習の締めくくりとし

て，地元古川の

豆腐作り名人の

岡本道子氏の指

導のもと，豆腐

づくり体験を行

いました。

　豆腐づくりの後に，

児童たちが大豆につ

いて調べてきたこと

をパソコンのスライ

ドを使って発表しま

した。給食の時間には栄養士の先生から大豆の栄

養についての話を聞きながら，できあがった豆腐

を試食しました。児童は皆熱心に活動に取り組み，

大豆についての理解を深める機会となりました。

　普及センターでは，今後も食育や地域の担い手

確保・育成に努めてまいります。



普及センターだより「Osaki」 ２０１４年２月２０日発行（６）

この普及センターだよりは一部19.63円で2,000部作成しました。この印刷物には、100%植物油型
大豆油インキを使用しています。

古紙配合率 100%
白色度 70%再生紙を使用しています。

　水稲育苗期間中に使用した箱処理剤，特に粒剤が育苗箱からこ

ぼれたり，かん水によってハウス内の土壌に流れ出してしまい，

育苗終了後に栽培された野菜等に吸収され，残留農薬基準値を超

える恐れがあります。

　箱処理剤の処理はハウス外で行うか，ハウス内の土壌全面にビ

ニールシートを敷くなどの対策をとり，地面への浸透を防ぎましょ

う。育苗後のビニールシート撤去の際はシート上に残った薬剤が

こぼれ落ちないように注意しましょう。

　作物が良く生育するためには，バランスのとれ

た土づくりが大切です。そのためには，定期的に

土壌の状態をチェックすることが重要となってき

ます。

　普及センターでは，土壌のpHや栄養分を分析し

て，土壌診断を行っています。土壌診断では，栄

養分が過不足していないか，バランスが崩れてい

ないかなどがチェックでき，改良する方法がわか

ります。また，次の作付けに必要な肥料の種類や

量もわかりますので，肥料の削減になることもあ

ります。

　土壌診断についての概要は次のとおりです。

１　土壌診断項目
　pH，EC，CEC，可給態リン酸濃度，硝酸態窒

素濃度，塩基（石灰，苦土，加里）濃度，塩基飽和度，

石灰／苦土比，苦土／加里比など

２　期間
　結果が出るまで約１ヶ月程度かかりますが，そ

れ以上時間がかかる場合がありますので，５点以

上の場合は事前にお問い合わせください。

３　土壌採取方法
　ほ場内の平均的な土壌となるように，ほ場内の

５か所から作土層（表層から深さ15㎝程度まで）

を上から下まで同じ厚さで採取して，ひとつにま

とめてよく混ぜ合わせます（図１，２）。施設栽培

などでは，表面に肥料分が蓄積していることがあ

りますので，採取するときは，可能な限り作土層

から均一に採取するようにします。

　混ぜた土壌から約200g（お茶碗１杯分が目安）

を取って，新聞紙の上などに広げて乾かします。

乾燥した土壌はビニール袋などに入れて，油性マ

ジックで名前とほ場名を書きます。分析依頼票を

お持ちの場合は，ビニール袋に貼ってください。

４　受付窓口
　普及センターで随時受け付けています。

土壌の分析・診断を受けて栽培しましょう

水稲育苗ハウスで水稲育苗後に
出荷用野菜を栽培する場合は注意！

殺鼠剤の
タリウム剤使用は注意！

宮城県農林産物品評会・花き品評会

　平成25年10月19～20日の「みやぎまるごとフェ

スティバル」の会場において農林産物品評会並び

に花き品評会が開催されました。

　県内各地から出品された農産物の中から，当管

内では次の方々が入賞されました。

　これを契機に入賞された方々の今後更なる発展

をご期待しております。

◎ 宮城県農林産物品評会
【知事賞】

　（二等）（宮城県園芸協会長賞）

　　　　・ほうれんそう　片倉　ヨウ 氏（色麻町）

　（三等）・水稲（玄米）　　髙橋　康雄 氏（加美町）

　　　　　　　　　　　　髙橋謹一郎 氏（加美町）

　　　　・だいこん　　　中嶋　盛喜 氏（大崎市）

◎ 宮城県花き品評会受賞者
【銀賞】　・パンジー　　　今野　咲子 氏（加美町）

図１　土壌の採取位置の例

図２　土壌の採取方法

作土層
10～20㎝ 均一に採取

　現在，春作業前の野ネズミ広域

防除が行われています。殺鼠剤の

タリウム剤は製造中止になってい

ることから，有効年月を過ぎたも

のは使用できません。有効期限を

確認して，農薬ラベルをよく読ん

でから使用しましょう。


